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 稲谷龍彦(2021)1が、デジタル時代の法規制について、俊敏な統治を官民でと言い、「ア

ジャイル・ガバナンス」の基本構成要素とその相互関係を図 1（追記）のように示してい

る。 

ここで、短期と長期と

も言うべき 2 つのサイク

ルを示しているのは大い

に賛同するところである。

そして、この図は「企業

システム」の構築にも適

用できそうである。ただ

し、それをするには、単

なる「運用」よりは「構

築・運用」の方が良いと 

    図 1 アジャイル・カバナンスの基本構成要素          思う。  

そして、計画実行行動として PDCA サイクル、すなわち Plan-Do-Check-Action サイ

クルがよく知られているが、長期サイクルとしては Plan-Build-Do-Check すなわち PBDC

の方が適切なのではなかろうか、何故なら設備の運用のみならず設備の改善あるいは新設

を必要とする場合もあるからである。 

 そして、Check すなわち「評価」については、既に Brynjolfsson & Hitt (2003)2(2004)3

が、標準的な成長会計の枠組みを適用(Berndt(1991)4)して、対象企業の生産プロセスが、

企業の付加価値と、通常の資本ストック、コンピュータ資本ストック、労働の三投入要素

との関係で表現された生産関数で表すことができ、さらにこの関係はコブ・ダグラス型生

産関数で近似できるものと仮定して、統計的に「コンピュータ投資の有利性」、すなわち

付加価値増大に対する寄与を初めて統計的に証明している。 

 ただし、言うまでもなく、個々の企業を対象に分析したものではない。そこで、同様に

成長会計の枠組みを適用するが、経常利益の前年との差（成長分）の 4 年間の移動平均値

が、評価期間、例えば 8 年間にわたって持続するとして、その正味現在価値（正味現価）

を求める。それを全投資（設備、情報、労働投資を含む経費）の正味現在価値で割り算し

正味現価比をもとめ、それを総合利率とし、その総合利率を基軸にして表計算ソフト

Excel ソルバーによってその各投資への配分を最適化し、各投資の利率を算出することを

考えた（筆者(2008)5(2009)6 (2012)7。そして、これを「ビジネスアセスメント」と言い、

図 2 に示すビジネスマネジメントサイクルを考えた（筆者(2007)8）。 
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図 2 ビジネスマネジメントサイクル            ここで、ビジネスモデルの構築について 

は、言うまでもなく、図 3 に示す ビジネ

スモデル・キャンバス (Osterwalder & 

Pigneur (2010)9)、や図 4（1 部追記）に示

す「ビジネス・プロセス・リエンジニアリ

ング」(Harmon et al.(2001)10の適用が考

えられる。特に、後者は 3 つの再設計、す

なわち①商 品・サービス、②情報システ   

図 3 ビジネスモデル・キャンバス     ム、③人の働く仕組み(組織）をあげている

のは適切と考える。 

図 4 ビジネス・プロセス・リエンジニアリング 
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一方、エンタープライズ・エンジニアリング Dietz(2008)11でも、図 5 に示すように、そ

の基盤科学として「情報システム科学」に加え「組織科学」をあげている。これは大いに

同意するが、

「ビジネス

モデル・キ

ャンバス」

でも取り上

げ て い る

「顧客セグ

メント」を

取り上げて

ないのは残 

図 5 エンタープライズ・エンジニアリング           念である。 

 また、内閣府知的財産戦略本部から、図 6 に示す「経営デザインシート（全社用）」が

発表されている(2018)12。 

 

図 6 経営デザインシート 

 特徴的なのは、「ビジネスモデル群の統合」や「事業ポートフォリオ」を謳い、「提供先

から得てきた価値」や「提供先から得る価値」にも言及し、必要な資源として「知財」を

あげていることであろう。 

 しかし、気になることがある。それは、既に「提供してきた価値」などがあることであ

る。すなわち、期せずして、現存する企業を対象にし、また現存するビジネスモデルの統

合が新たな価値を生むことを前提としているようにも思われる。 

果たして、そのようなことでよいのであろうか。むしろ、今求められているは、「新た

なビジネスモデル」あるいは「必要な資源である知財」をどのように創造し、それらをど

企業理念等の実現のための経営戦略の方向性・基本行動方針、
全社目標、KPIなど
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のように「経営デザイン」に、さらには「企業経営」に生かすかということなのではなか

ろうか。 

少なくとも、短期サイクルの事例としては、ファーストリテイリング（ユニクロ）の例

がある。その新旧 2 つのモデルをそれぞれ図 7 と図 8 に示す（筆者(2020)13）。 

 
          図 7 ユニクロビジネスモデル（2015）    このモデル改変の要 

は、言うまでもなく、

カスタマーセンターと

マーチャンダイジング

の統合によるカスタマ

ークリエーションの創

出と関連各部場所の並

べ替え、すなわち素材

開発・調達から、統合

された店舗・E コマー

スに至る内部サプライ

チェーンの形成、さら

にはその創出されたカ

スタマークリエーショ

ンによるその統合サプ

ライチェーンの一元的

管理にあると言えよう。  

図 8 ユニクロビジネスモデル（2018） 

次いで、長期的サイクル事例としては、調味料 3 社のアセスメント結果を図 9 に示す

（筆者(2020)）。この図 9 から、食文化の変化が読み取れる。事実、１世帯当たりの醤油購 

品質管理

生産進捗
管理

発注要請

値引指示

フィードバック ご意見

お客様のご意見はMD・

素材開発・生産部・店舗

にフィードバックされます。

企画 生産 販売

素材開発・
調達

価格交渉 素材
メーカー
（外部）

生産部

生産
工場

（外部）

倉庫
（外部）

オンライン
ストア

国内店舗
海外店舗

お
客
様

　　　提案　提案 　　　発注指示

R&D
（デザイナー）

（パターン
ナー）

マーチャン
ダイジング

(MD)
（商品企画）

サンプル
在庫
コント
ロール

デザイン

デザイン
受注

匠
チーム

技術
指導数量指示

販促計画 商品計画 カスタマーセンター

マーケティング
（販売促進）

匠



5 
 

フェーズ 目的

1 プロジェクトアイディアの同 プロジェクトあるいはプログラムの目標が同定

定予備(preliminary)分析 あるいは分析される

プロジェクトの目的と初期の全体スケジュールと

コスト見積が決定される

2 予備選択 可能な解決策(solutions)についてのアイディアが

代替構想(alternative concepts)に展開される；

望ましい技術的解決策が同定され格付けされる

3 実現可能性(feasibility) 目論まれた(envisaged)構想あるいは解決策と適

公式化(formulation) 切な(relevant)代替案を査定、評価し格付けする

4 格付後評価(post-feasibility 最も有望な代替解決策の採用決定

evaluation)と投資決定 資金供与が用意される(funding provided)

(decision-to-invest)

5 初期のプロジェクト遂行、予定策定、 全詳細図面、仕様書、資材表、スケジュール、計画、

詳細プロジェクトデザイン＆エンジニ コスト推算、その他の適切な文書化の照査と承認

アリング

6 契約と購入 適当な(appropriate)マンパワー、機器、製作と建設

(contracting and purchase) 施設、用役、資材、文書、その他全ての流通し役立つ

適切な基盤構成要素(infrastruture components)

7 設備建設と試運転（システム実行 完了、テスト済み、欠陥除去(debugged)、製品、設備

(system implementation)） またはシステムの検収（最適性能、期間とコスト）

8 運転（プロジェクトフェーズではないが、

相接目的とプログラム継続のため記入

出典: United Nations Industrial Development Organization, 1975 

ステージ

準備または着手

(preparation

or initiation)

遂行（建設）

implementation

(construction)

運転

図 9 調味料 3 社の総合利益率比較             入量は 1972 年以 

来減少傾向にあ

ることが分かっ

ている。醤油を

主たる製品とし

ているキッコー

マンは「ゴール

の再設定」を求

められていると

言えよう。すな

わち、これらの

事例が示してい

るように、本論

の冒頭にあげた、「アジャイル・ガバナンス」のように、長期的視点と現状改善的視点に

立った「システムデザイン」まで踏み込むべきなのである。さらに、具体的には、当該

「デザインシート」の前後に、どのような「ステージ」や「フォーマット」が続くのであ

ろうか。少なくとも、表 1 に示すようなプロジェクトライフサイクルが考えられるべきで

あろう。 

        表 1 プロジェクトライフサイクル 

 

 

 

 

 

勿論、エンジニアリングプロジェクトの例がそのまま他の社会的プロジェクトにそのま

ま適用できないことは言うまでもないが。 
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そして、今や、企業間連携によるビジネス・エコシステムの形成や不特定多数の顧客で

はなく特定の個客を対象にするマーケティングなどが必須となっている。このような状況

も踏まえた「経営デザインシート」、さらにそれを具体的に実現する「プロセス」が求め

られていると言えよう。 
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